
 平成２６年度座間市自治会総連合会（市自連）の 

定期総会が、５月２４日（土）ハーモニーホール座間（小

ホール）で開催されました。代議員制による総会は、本

年で４年目（平成２３年度初年度）で、出席代議員は昨

年より多い１８３名、委任状１１１名、合計２９４名と

なり２/３以上（全代議員数３０３名）の定足数に達し、

総会は２部構成でスタートいたしました。 

 第１部では、最初に本会を代表して平成２５年度の渡

辺 了市自連会長の挨拶、次に来賓の方々 座間市長 

遠藤 三紀夫様、座間市議会議長 沖本 浩二様そして座

間市教育長 金子 槇之輔様からご祝辞を頂きました。

続いて日頃より当市自連にご協力頂いております座間

市市民部長 野本 利之様、同次長兼市民協働課長 萩

原 富美男様、市民協働担当課長 大矢 妃路子様をご紹

介、さらに甘利 明様、山本 俊昭様、星野勝司様からの

祝電を紹介し、第１部は終了しました。 

 第２部では、議案書に基づき議案第１号「平成２５年

度事業報告、同収支決算および監査報告」、議案第２号

「平成２６年事業計画（案）、同収支予算（案）」が提案

され、質疑応答後に採決の結果、議案第１号・２号とも

原案通り過半数の賛成で可決承認されました。続いて議

案第３号「平成２６年度役員について」の提案があり承

認され、新任の理事・役員が紹介されました。なお、平

成２６年度の役員は２年制の２年目となり、渡辺 了会

長はじめ各役員は留任、１名のみが改選でした。また、

高橋鉄夫事務局長が退任となり、新たに後藤知子事務局

長代理が事務局長（役員）に就任しました。 

役員・理事・監事については、次頁をご参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座間市自治会総連合会（市自連）    

 
会員の融和促進と課題解決に向けて 

       市自連はさらに前へ・・・ 
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初夏の候、自治会員の皆様には、ご健勝の 

ことと拝察申し上げます。また、日頃地域の事業に 

ご尽力頂いていることにあらためて感謝とお礼を申し上げます。 

平成２６年５月２４日（土）の定期総会で申し上げた様に、自

治会を取り巻く環境は年々厳しさを増しており、少子高齢化、

ライフスタイルの多様化、さらに人間関係の希薄化などによる

加入率の減少等、多くの課題に直面しています。 

このような現状にあって、安全で安心して住める地域を皆さ

んの手で作り上げ、地域住民一人一人が寄り添える環境を目

指して頂きたいと思っています。勿論、市自連・地区自連も協

力・率先して共に歩んでいきたいと考えています。 

ここで会員の皆様には、いくつかのお願いを申し上げます。 

１．今年度も新たに自治会会員章を制作（2 年に 1度更 

新）し全会員の皆様にお届けいたしますので、玄関先 

の目立つところに貼付してください。これは、災害時等 

において会員相互の助け合いに役立つものです。 

   ２．市自連独自のホームページを開設いたしましたので、 

是非、情報をいち早くご覧いただき、活用してください。 

本年度の事業計画遂行に向けて、役員理事一丸となって

取り組んで参りますので、ご支援ご協力のほど宜しくお願い申

し上げます。 

 

座間市自治会総連合会 会長 渡辺 了 

（相模が丘地区自連会長） 

 

平成２６年度事業は、これまでの基本事業をさらに

進めるための実務的な計画となっています。 

◆会員の融和促進と自治会加入促進策を一段と強化 

 ≪地域のふれあい促進、加入率減少へ歯止めを≫ 

◆市自連事務局の強化 

≪事務所開設時間の延長（平日午前９時～午後５

時）、ＨＰ開設による情報伝達・相互交流の促進、

相談窓口の充実等≫ 

◆行政との連携促進 

 ≪市との連携協力基本協定の締結（平成２６年３月

１９日）でさらなる連携と協力を、市との意見交

換会の活発化で会員の声を行政へ≫ 

◆防災・防犯活動の強化 

 ≪平成２５年度より新設された防災推進委員の活

用、市・さま災害ボランティアネットワーク等と

の防災・減災への協力・促進、さらに座間警察署

との防犯連携強化、他≫ 

平成 26 年度 事業計画《 重 点 目 標 》 

平成２６年度 定期総会を開催 平成２６年度 定期総会を開催 

＝ 目次 ＝ 

▽定期総会（１面）   

▽役員理事監事の紹介（2 面） 

▽平成２６年度予算（2 面） 

▽座間市との意見交換会報告（３～４面） 



平成２６年度 役員一覧 

 
 

副会長（組織部長） 

波形 昭二（留任） 
ひばりが丘地区自連 会長 

ひばりが丘３丁目自治会 

 

副会長（防災防犯部長） 

後藤 明正（新任） 

立野台地区自連 会長 

立野台南自治会 

副会長（広報部長） 

鈴木 英夫（留任） 
ひばりが丘地区自連 専任理事 

ひばりが丘第二自治会 

会計（防災防犯部会 副部長） 

吉岡 昭一（留任） 

入谷第１地区自連 会長 

明王自治会 

副会長（環境部長） 

増山 昭男（留任） 
緑ケ丘地区自連 専任理事 

緑ケ丘中央自治会 

事務局長 

後藤 知子（新任） 

（平成 26 年度定期総会後就任） 

会計（広報部会 副部長） 

堀川 悦孝（留任） 

南栗原地区自連 専任理事 

下栗原中第 1 自治会 

副会長（総務部長/専任理事部長） 

土橋 誠（留任） 

相模が丘地区自連 特任理事 

エステスクエア小田急相模原自治会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 平成２６年度 新理事一覧 》 

 
氏    名 地 区 自 連 自 治 会 名 

 
代 佐々木忠雄 新田宿・四ツ谷 四ツ谷東 

 
専 加藤 博之 新田宿・四ツ谷 新田宿第２ 

 
代 谷口 好孝 座間 上宿東部 

 
専 清水 俊久 座間 中宿東部 

 
専 鈴木 義治 入谷第１ 星の谷西 

 
代 三浦 悦子 入谷第２ 中天台下 

 
専 瀬下 順次 入谷第２ 東建座間ハイツ 

 
専 植松 茂久 立野台 立野台北 

 
代 沖  勲 緑ケ丘 新緑ケ丘 

 
代 赤池 正昭 相武台 相武台中央 

 
専 清原 良昭 相武台 広野台第２ 

 
専 清野 剛 相模が丘 相模が丘第１ 

 
代 伊藤 裕文 小松原 小松原 

 
専 渡辺 誠 小松原 ゾンネンハイム・ヴィラ 

 
専 甲斐 晴男 ひばりが丘 ひばりが丘１丁目 

 
代 杉浦 彰二 東原・さがみ野 芹沢東第２ 

 
専 中澤 邦雄 東原・さがみ野 東原３丁目南 

 
代 菅  毅 栗原中央・西栗原 グリーンタウン 

 
専 阿多 照夫 栗原中央・西栗原 いずみ 

 
代 松下 滋 南栗原 大下西の原 

 
 （ 監  事 ）     

 
  大矢 義秋 新田宿・四ツ谷 新田宿第１ 

 
  若林 良孝 座間 中宿中部 

 
注） 代：代表理事  専：専任理事 

 

   

 

 

 

 

平成２６年度予算は、同５月２４日（土）に開催された定期総会において、賛成多数で承認されました。 

当年度予算は、残念ながら自治会加入世帯が漸減の中で、座間市からの助成金を含む「収入金額」も 

25年度比漸減している厳しい状況にありますが、加入率減少への歯止め対策、防災・減災対応、事務 

局の運営強化、ＨＰ開設による双方向での情報交流促進などを着実に進めてまいります。 

平成２６年度予算が決定 
  

←収入(合計 35,695,000) 
 

支出(合計 35,695,000)→ 

平成 2６年度予算（単位：円） 

※H２６年4月１９日撮影 

  



 

市との意見交換会の協議内容について、まとめて（要旨）ご報告します。 

この交換会は、市自連役員および市民部市民協働課を基本として、関係部門の関係者が随時出席します。 

◆第４回 意見交換会について（要旨）  平成２６年１月１４日（火） 

市自連からの連絡・調整・協議提案 事項 座間市からの回答 

1．美化デーについて 
 

 ①秋に年１回、１０月第４週日曜日（予備日は１１月第

２週）に設定するのはどうですか？ 

      春は「清掃の日」といった形で、各単位自治会

で主体的に行う形にするのはどうですか？ 

①こちらとしては特に問題ありません。 

 

 

 

 ②周知徹底するために、年１回とする理由も含め 

    てしっかり広報活動をする必要があるでしょう。 

②市自連と市でその点を話し合いで詰めていき、広報原案を作成

しましょう。   

２．環境施設の視察について 

 

 

現状は市側と市自連側でそれぞれ視察がある形ですが、市側で

枠をとって市自連側の方も参加してもらうという形式に変えるという

ことでよろしいでしょうか？ 

その形で進めてもらって、大型バス代や弁当代の 

予算化をお願いします。 

 

 全庁的に財政が厳しい折ですので、予算化は出来ないでしょう。

ただし、何もやらないわけではなく与えられている資産の有効活用

を努力したいと考えています。                （資源対策課） 

３．座間市環境基本計画について 
 

①基本計画は環境政策課、具体的な施策は各担

当課ということですが、その連携はどうなっていま

すか?是非縦割りにならないようにお願いします。 

①審議会へ年次報告としてまとめますので、環境政策課で全体の

進行状況を確認していくことになります。 

 

②市民へ周知徹底するためにパンフレット等の準備

はするのですか？ 

 

②ホームページ等での広報はもとより、オファーがあれば出前講座

などもしなければいけないと思いますし、今後色々な手段を考えて

いきます。 

③芹沢公園に関して 

 

 

・県立谷戸山公園との関係について 

 

 

 

 

③芹沢公園の整備は４つの区域に分け、平成 29年に全園開園で

きるよう進めています。第 4次座間市総合計画に沿う形で進めるた

め、市民参加による公園づくりに関しても取り組んでいます。 

県立谷戸山公園は自然を活かす整備の仕方を進める風致公園

であり、芹沢公園は市民の総合的な利用を目的とした総合公園で

す。それぞれ位置づけが異なるので一概には取り扱えませんが、

各担当課で調整をしながら PR を図っていきたいと考えています。 

 (環境政策課、公園緑政課） 

４．災害時要援護者対策について 

 

 

 

 

 

 

 要援護者名簿に関する進捗状況ですが、地区自連 3地区、単位

自治会 5 地区に配布しています。民生委員には、すべて配布済

み、地区社協に関しては、全体配布か個別配布かを調整中です。

自治会未加入者への対策としては、窓口での要援護者登録の際

に自治会加入を勧めるといった形で考えています。 

 大枠の方針として、通常の災害対策に要援護者名簿の管理を折

り込み、地域の中で必ず誰かが名簿を持っているようにします。 

・各団体間の連携について 

 

 

 

 

自治会と民生委員・児童委員の区割りが異なっているといった問

題があります。連携が進んでいない地域に関しては今後情報共有

を図る際に使用してほしいと考え、まずは配布を済ませたという段

階です。名簿の更新もありますので、改善点に関しても今後進めて

いきます。 

 
今後、各地区への説明を進めますので、各自治会へ、ご協力い

ただけるようお話をお願いします。 （福祉長寿課、障がい福祉課） 

≪座間市・自治会総連合会との意見交換会報告≫ 



 

 

 

 

 

 

 

市自連からの連絡・調整・協議提案 事項 座間市からの回答（一部協議含む） 

５．座間市防災推進員について 

  ・年１回の報告をしていただきたい 

  ・活動の PRについて 

 地域防災推進員は現在８件訓練を行っています。これに関して

まとめた表を年度末にお示しします。 

 今後、市ホームページに順次掲載する予定です。 

６．簡易ポンプについて 

  ・集中管理はできないか 

 

 

  ・使い勝手の悪さや修理について 

 

 

 

 

 有事の際の初期消火に必要なものと考えております。集中管理

については、効率の面では確かに優れていますが、平時から点検

をすることが訓練の一環ともなりますので、集中管理はしないと結

論しました。 

 あくまで初期消火のためのものなので、現状で出来る範囲で対

応をお願いします。防火水槽の問題に関しては、簡易ポンプの配

置を考え直す必要があるかもしれません。修理に関しては、出来る

限り速やかに現地に行き、状況確認や修理に取り組んでいきたい

と考えています。 

７．交通指導員の推薦について 

   

 

自治会に限らず、地域で広く選出する方向で現在進めていま

す。公募につきましては、自治会加入者以外にお願いする場合に

課題が生じると思いますので、今後も検討を続けます。 

８．自主防災組織について 

 

 

 

 

 

自主防災組織の活性と育成は、市の補完組織ではないため行

政の積極的な働きかけは馴染まないと思います。代表者が自治会

長である場合が多いので、自治会の集まりの際に地域の情報共有

を図る形の方が、組織の活性化につながると考えています。訓練

の相談、防災減災講座への参加などでも自主防災組織の活性化

につながるのではと考えています。 

９．シェイクアウトについて （意見交換あり） 

１０．青色パトロール車の借用について 

 

（座間警察署生活安全課の回答） 青色パトロール車を運転する

具体的な予定がないと講習を開催できません。 

１１．市内一斉防犯パトロールでの連絡体制について 

 

 

 昨年、連絡の行き違いがあった件を今後の反省課題として、自

治会の皆様が情報を正確に把握し、気持ちよく参加できるように取

り組んでいきます。 

  ・具体的には安全安心まちづくり推進協議会の 

連絡体制の整備ですね。 

情報の共有状況をチェックできるポイントを設け、皆様にご迷惑

がかからないようにします。               （安全防災課） 

１２． 市職員の自治会に対する意識について 

  ・市職員の自治会加入状況やその意識を問う簡単 

なアンケート内容で良いと思います。 

 意識調査のアンケートを行う事を、職員課とも協議して進めま

す。NPOやボランティア活動といった、当課の他の地域活動への

問いも併せて作成してみます。            （市民協働課） 

≪お願い≫ 各自治会が抱える諸課題について、自治会・地区自連を通じて市自連にご提言ください。 

◆この意見交換会では直ちに結論が出ない事項がありますが、皆さんのご意見を集め、地道に協議を重ねます◆ 

≪意見交換会後、６月上旬までに回答をいただいた事項≫ 

１．美化デーについて（2月 20日通達） 

平成２６年度から「美化デーの実施は市内一斉」とし、毎年１１月の第２日曜日を実施日とする。 

本年度は、11月 9日（日）、予備日は翌日曜日とする。          （環境経済部資源対策課） 

１２．市職員の自治会に対する意識について [職員アンケート途中集計] 

対象者数 849名（臨時・非常勤職を除く）、回答者数 662名（2月 26日現在）の内、約７４％が自治会に 

加入しており、そのうち約半数が市内在住者となっている。         （3月定例市議会答弁） 
《 事務局からのお知らせ 》 

○ホームページができました。是非ご覧いただき、ご活用ください。 

URL http://shijiren-zama.com/      E メール shijiren-zama@nifty.com 

○平成２６年６月１日より、印刷機利用料金が変わりました。モノクロ片面１枚３円です。 

○市自連事務所の開所時間：平日午前９時～午後５時                 

  （土日・祝日は休み。他に年末年始と８月中旬に数日の休暇期間があります。）    

○広報「ふれあい」５９号は、平成２６年１０月１日に発行予定です。 

ⓒ座間市 

特別自治会員 

「ざまりん」 


